令和６年度　東京都立葛飾ろう学校　学校運営連絡協議会実施報告書
令和７年３月

東京都立葛飾ろう学校　学校運営連絡協議会

１　組織
（１）都立葛飾ろう学校　学校運営連絡協議会
（２）事務局の構成　　　主幹教諭による。
（３）内部委員の構成　　校長、副校長、経営企画室長、主幹教諭　計９名
（４）協議委員の構成　　学識経験者１名、保護者代表１名、企業関係者１名、聴覚障害者団体２名、
交流校園長１名、地域住民代表１名　計７名
  　　内藤　一郎　　筑波技術大学　産業技術学部教授

　　　纐纈　良二　　菱信データ株式会社　取締役社長

日隈　美穂　　本校ＰＴＡ会長

伊藤　敏夫　　大曲町会自治会会長
石原　雅子　　足立区あやせ保育園　園長

森　せい子　　東京手話通訳等派遣センター　センター長
唯藤　節子　　東京都聴覚障害者連盟副会長　
２　令和６年度学校運営連絡協議会の概要
（１）学校運営連絡協議会（第１～３回）の開催日時、内容
  　第１回　令和６年６月２５日（火）
　　　　　　　協議委員委嘱、令和５年度報告、学校経営計画の説明、意見・情報交換、授業参観
　　第２回　令和６年１１月１５日（金）
　　　　　　　各学部の教育活動の紹介、学校評価の内容検討、協議、意見交換
　　第３回　令和７年１月２４日（金）
　　　　　　　アンケート結果分析、学校評価の報告及び学校運営に関する提言についての協議、
意見・情報交換
（２）評価委員会の開催日時、内容、その他
　　第１回　令和６年１１月１５日（月）
　　　　　　　学校評価の基本方針の確認、今年度の学校評価の観点・項目、内容、実施時期・方法等の検討、授業参観
　　第２回　令和６年１月１５日（月）
　　　　　　　アンケート集計結果の分析・考察、課題の整理と提言案の検討
３  学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告）
（１）学校評価の方針
1 学校経営計画に基づき学校組織が円滑に機能し、学校教育目標・各部の教育目標が達成できたかどうか、生徒、保護者、地域や外部の方から評価を受け、検討する。
2 外部評価の結果を比較・検討し開かれた学校作り、特色ある学校作りを目指す。
3 昨年度出された改善提言に対する結果を検討する。
4 次年度への課題を明確にし、改善の具体策を提示して、教育課程や学校経営計画に反映させる。

（２）アンケート調査の実施時期・対象・回収率
　　・１２月　本校小学部高学年児童、中・高等部生徒　　　８１％　　
　　・１２月　保護者全員　　　　　　　　　　　　　　　　６７％　
　　・１２月　地域・住民　　　　　　　　　　　　　　　 ４自治会他　３３件　

　・１２月　本校教職員　　　　　　　　　　　　　　　 ９０％
（３）主な評価項目
　　　学校運営分野、学習指導分野、進路指導分野、生活指導・人権分野、防災・安全分野、
　　　特別活動分野、聴覚障害教育分野、開かれた学校づくり分野、教職員の働き方改革など
（４）結果分析に基づく課題と学校長への提言・意見
結果分析に基づく課題
【基本的・全体的な項目】

　学校生活については教員の設問を変えたことにより中学部と高等部で下降した。校内の各種相談資源を活用できるようにすることが課題である。保護者においては全学部を通して95～100%であるため、学校と保護者との連携は上手く図ることができていると思われる。

【学習指導】

　　　学習指導（分かりやすい授業）については、児童・生徒の評価は良好傾向にある。教員は微増である。指導力改善の課題を受けて、「葛飾ろう学校版・授業力チェックシート」などを活用し、継続して授業改善の結果が見え始めている。保護者への理解を今後広げていく。ICT機器を活用した授業については、児童・生徒の評価も向上している。教員のICT機器を積極的に活用しているかという項目に対する数値も高く、一人一人が意識して取り組んでいることがわかる。
【進路指導】

　　　進路指導について、保護者、生徒で向上している。情報共有をするための一層の働きかけが必要である。教員のマナーやスキルに対しても今後、更なる向上を目指していく。

　　　スクール・キャッチフレーズ「元気にあいさつ」を受けて、挨拶運動を積極的に取り組んできた成果が表れている。今後も全校を挙げて一貫した教育活動を推進するとともに、本校の魅力を内外に発信していく。

　【生活指導、人権】
生徒の間では肯定的な回答８割、満足できる状況と考えられる。体罰に関しては保護者の認識がい広まっていない。学校としての取り組みを紹介しつつ理解の向上に努め、すべての関係者が安心して活動できる環境づくりを継続していく。
　【聴覚障害教育】

　　　聴覚障害教育の専門性について、保護者の評価は高等部で減少がみられた。一方で、自分の伝えたいことを伝えている、児童・生徒は多く数値は上昇した。

ろう学校経験のない教員や若手の教員などの増加、手話や聴覚障害教育についての知識や技術の習得に時間を要すること等を改めて保護者に理解していただいた上で、引き続き個々のスキルアップを図れるよう研修等を通じて身に付けていく必要がある。

【開かれた学校づくり】

　　　保護者アンケートでは、情報を学校ホームページやＳＮＳ、学年・学校だよりを活用して積極的に公開している。学校のよさ、子供たちのよさを積極的にアピールし、情報発信に努めようと努力してるがＳＮＳやコンテンツによっては見ていない、あるいは目にとまっていないことがあることが分かった。
【教職員の働き方改革】

　一般的にライフワークバランスについては知られるようになった。教職員のライフワークバランスについては肯定的に受け止め、実践が進んでいる。バランスの声は少なくなっている。充実感を引き続き保つためにも子供たちとのかかわりの時間を確保していく。
学校長への提言・意見

【提言１】教員のさらなる専門性と授業力のさらなる向上のための業務の精選

　葛飾ろう学校で行うべき最小限の配慮事項「葛飾ろう学校版・授業ミニマム・スキル」（R5より実施）として整理し、見える化を図っている。若手教員やろう学校の経験が浅い教員が着実に専門性を身に付けられるようにいつでもチェックできるようにしておく。また、研修修養の見直しを行った。今年度から取り組みを始めたため、３年間は継続して実施をした上で、検証していく。　

【提言２】社会に向けたキャリア教育の向上

　～幼児児童生徒・保護者・教員のつながりの中で、共に学び合おう～

　幼児・児童・生徒に指導する立場にある教員対象のキャリア研修を設け、指導に活かす。そして、教員・生徒・保護者が一体となり、学齢に応じた系統性ある、社会に向けたキャリア教育について考える。
【提言３】葛飾ろう学校に関わるみんなが充実感を味わえる学校の推進

　葛飾ろう学校に関わる全ての人が充実感を味わえる学校の推進

　幼児・児童・生徒が日常の保育、授業や学校生活の中で、「わかった」「できた」を積み重ねる。

　核となる行事や活動を設定し、幼児・児童・生徒・保護者・教職員が活動を通して、やりがいや達成感、連帯感を感じることで一層充実感が味わえるようにする。

４  学校運営連絡協議会の成果と課題（学校の自己評価へ反映）
  （１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果

　・様々な困難を抱える幼児・児童・生徒一人一人に合った指導を進めることができていることや、さらに、関係機関と連携した指導に取り組むことができていることを確認することができた。
・今までの教育実践の内容をより充実させていくことが、専門性の高いろう教育を継承させていくことにつながることを共通理解することができた。
　（２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題
　・学校が、実践していることを情報発信し、広く伝えていくことを通して、ろう教育の理解推進に効果があった。進路関係行事に企業、保護者と広げていくことで効果があった。教員の参加を広げていく。

　　　・学校が元気であるためには、地域、保護者、教職員が連携を図り、子供たちが充実感を持って日々の授業や学校生活を送ることができるような取り組みの積み重ねが重要であることが分かった。また、業務の精選も課題である。
５　学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項（学校経営計画へ反映）
　（１）教員の専門性と授業力を高め、ICT機器の活用を積極的に行い、継続的な学びの充実を図る。
（２）職業教育の充実と企業との連携を図り、全校で一貫したキャリア教育の推進を進める。
（３）自立活動への全校的な取組（デジタル補聴システムの導入）や早期教育の充実を図る。
（４）学校の取組と魅力を発信し、理解推進を進め、情報発信の継続を図る。
（５）中学部・高等部における教育活動、集団活動を充実させ、継続した学部間の連携を進める。

（６）子供たちが充実感、達成感を味わうことのできる学びの実践を通して、教職員が働くことに意義を感じることのできる職場を築く。

６　「学校がよくなった」と考える協議委員の割合

　　 （１）協議委員人数　４人

　 　（２）学校がよくなったと答えた協議委員の人数

	そう思う
	多少そう思う
	どちらとも

言えない
	あまり

そう思わない
	そう思わない
	分からない
	無回答

	１
	２
	１
	
	
	
	３


７　職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果

　　　参加実績はない。
８　その他
・アンケート結果の信頼性を高めるため、質問内容及び実施方法を含め継続的に検討していく。
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